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若手時代
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山本悌二郎

島倉やす子

相川小学校の
児童と先生

小池張造

外交官時代の上司と部下

パリ講和会議

改革運動を通じて友好関係を築く

米内光政

戦争終結を願い天皇への上奏文を託した

白鳥敏夫東条英機
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（陸相）

軍部派

外務大臣に就任
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広
ひ ろ た

田 弘
こう

毅
き

　1878～ 1948
現在の福岡県福岡市に生まれる。
有田とは当時の外務省内の改革運動を通じて友好関係を築いた。
1936～ 1937年まで内閣総理大臣を務め、有田は外務大臣
として支えた。有田の良き友人でもある。
戦後に行われた極東国際軍事裁判でA級戦犯として有罪判決
を受け、処刑された。

木
き

戸
ど

　幸
こう

一
いち

　1889～ 1977
現在の東京都港区に生まれる。
昭和天皇の側近の一人として東条英機を内閣総理大臣に推薦
するなど、太平洋戦争前後の政治に関与した。
有田から昭和天皇への上奏文を託された。

犬
いぬ

養
かい

　毅
つよし

　1855～ 1932
現在の岡山県岡山市に生まれる。
1931～ 1932年まで内閣総理大臣を務め、有田は外務次官
として勤め、山本悌二郎（八郎の実兄）は当時の農林大臣と
して勤めた。悌二郎とは親交があり友人だった。
1932年に海軍青年将校によって暗殺された（五・一五事件）。



登場人物紹介

有
あ り た

田 八
はち

郎
ろう

　1884～ 1965
山本桂（真野）の７男として生まれ、
幼少期に相川の有田家の養子となる。
広田・近衛・平沼・米内の内閣で４度外務大臣を務めた。
戦争終結を強く願い、上奏文を昭和天皇に奏上した平和主義者。
1965年 2月に相川町名誉町民となる。

有
あ り た

田　真
しん

平
ぺい

　1858～ 1885
八郎の義父、自由主義思想を掲げ、1883年に
「新潟日々新聞」に掲載された記事が不敬罪に問われて起訴さ
れ、獄中で生涯を閉じた。お墓は総源寺（相川下山之神町）
にある。
有田八郎が 2歳の時、友人であった山本桂（八郎の実父）が
真平の妻リンを不憫に思い、八郎を有田家の養子に出した。

山
やま

本
もと

　悌
てい

二
じ ろ う

郎　1870～ 1937
有田八郎の実の兄。山本桂（真野）の２男として
生まれた。1904 年に衆議院議員に初当選、その後、30年
にわたり国会議員を務め、田中・犬養内閣では農林大臣を務
めた。
また、八郎の学生時代やそれ以降も経済・人脈で援助をした。



はじめに

　本書は、ふるさとゆかりの偉人に関するマンガを通じて、佐渡の子ども
たちが、ふるさとに誇りと興味・関心をもち、将来の生き方を考えるきっ
かけになることを目的として制作しました。
　今より更に、ふるさとを愛し、ふるさとの発展や住んでいる人たちの生
活をより良くするための勇気と努力を惜しまない立派な人間に成長するこ
とを願っています。

　物語の主人公、有田八郎（1884 ～ 1965）は真野の山本桂の７男として
生まれましたが、２歳の時に相川の有田真平（山本桂の親友）の養子とな
りました。幼いころから一生懸命に勉強し、東京へ進学したのち東京帝国
大学（現在の東京大学）を卒業後、外務省で外交官として勤務。
　その後、広田・近衛・平沼・米内の４つの内閣で外務大臣を務めるなど、
世界で活躍しました。
　有田は、平和主義者で戦争の終結を願い、その切実な想いを伝えようと
上奏文を昭和天皇に奉上しました。
　晩年には、佐渡金山の継続に尽力し、また、留守家族団体全国協議会会
長として、ソ連（現在のロシア）に抑留された日本人の引揚げ交渉にあた
りました。
　佐渡から羽ばたき世界で活躍した人物として紹介します。

　著書に「人の目の塵を見る」（昭和 23 年 10 月 25 日発行）（左）「馬鹿
八と人はいう」（昭和 34 年 12 月 25 日発行）（右）などがあります。











































































































































































































あとがき

　有田八郎先生に私が初めてお会いしたのは、昭和 28 年 10 月 21 日のこ
とであった。
　その日は秋晴れで、私が外にいると、私の家の右手の狭い道の真ん中を
歩いてくる２人連れがあり、それが有田先生ご夫婦だった。
　半世紀以上も前の、このときの光景を私はいまだに忘れられないでいる。
急いで出てきた父 修之助は、玄関からでなく横の木戸を押して、ご夫婦を
直接、庭に案内し、そこから座敷に上がってもらった。このとき、てるゐ

い

夫人が詠んで揮
き ご う

毫した短歌の短冊が残っている。
　そこには、「わが夫の 生まれし里の 庵にて ひもとく古書の 一日たのし
も」とある。父が家蔵の古い書籍や短冊、
色紙などをお見せしながら説明したので
あろう。
　その後、私が大学３、４年のころ、父
が上京し、私も一緒に有田八郎邸を訪ね
て食事をいただいたことがあった。先生
のお部屋には「何より平和」と記された
色紙が掛けてあった。
　突然、有田先生が私に「君は大学を卒
業したらどうするのかね。」と聞かれた。
私は東京でも喘息で病院にかかっていた
ので「いずれ佐渡に帰ります。」と言うと、

「それはいいね。」と喜ばれた。
　有田八郎先生は昭和 40 年 3 月 4 日、
80 歳にて逝

せいきょ

去。たまたま在京中だった父
は、東京芝の青松寺での葬儀に参列し、
八郎先生の盟友で内閣総理大臣を務めた
吉田茂氏の弔辞を、しめやかな気持ちで
聴いたという。

山本　修巳　

「有田父子三代合装」

祖父金谷の描いた「富士之図」
に有田八郎の書（上）
父真平の描いた「山水図」（下）

（山本修巳　蔵）



有田八郎の生涯（年表）
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11
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）
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で
）
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す
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）
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追
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相川小学校前
相川小学校創立 100 周年記念碑

（昭和 48 年（1973）11 月 1 日設置）

有田八郎書「何より平和」色紙
（相川郷土博物館 蔵）

有田八郎書「熟慮断行」
（相川小学校 蔵）

「 熟
じゅく

慮
りょ

断
だん

行
こう

」…よく考えて十分に検討し
た上で、思い切って実行すること。

有田八郎書「雖微必慮」
（真野小学校 蔵）

「雖
すい

微
び

必
ひつ

慮
りょ

」…些細なことであっても、
必ず考えて行動すること。



上奏文（昭和20年（1945）7月 9日）

天皇に戦争を終わらせてほしいと申し上げた文章

陛へ
い
か下
英え
い

明め
い

の
資し

を
以も
っ

て
此こ

の
難
な
ん
き
ょ
く局
に
立た

た
せ
給た
ま

う
。
仰あ
お

ぎ
希
こ
い
ね
が
わく
は
戦せ
ん

争そ
う

の
帰き
す
う趨
を

大た
い

観か
ん

せ
ら
れ
、
一い
ち

断だ
ん

以も
っ

て
皇こ
う

国こ
く

の
危き
き
ゅ
う急
を
救す
く

わ
せ
給た
ま

わ
ん
こ
と
を
。
誠せ
い

惶こ
う

誠せ
い

恐
き
ょ
う

謹
つ
つ
し
みて
奏そ
う

す

（
常
用
漢
字
な
ら
び
に
現
代
仮
名
遣
い
で
示
し
て
い
ま
す
）

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
戦
争
が
激

し
く
困
難
な
状
況
に
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
戦
争
の
終
結
を
お
考
え
い
た
だ

き
、
思
い
切
っ
て
日
本
の
危
機
を
お
救
い
く

だ
さ
る
こ
と
。
臣
下
と
し
て
恐
れ
多
い
の
で

す
が
、
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。



ちゃんちゃんこ（有田八郎使用）

　有田八郎は生前、このちゃんちゃんこを着用して
いた。家人が「なぜ、そんなボロボロのものをいつ
までも着ているのですか。」と聞くと「贈ってくれ
た人の親切を思えば、着られるだけ着ていたい」と
答えた。
　八郎の人柄を物語る奥ゆかしいエピソードの一つ
である。（相川郷土博物館　蔵）
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八
郎

　

私
の
小
学
校
へ
入
っ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
六
歳
の
時
で

あ
っ
た
か
ら
学
校
が
創
立
せ
ら
れ
て
十
五
年
も
経
っ
た
時
だ
っ

た
の
だ
、
当
時
一
丁
目
に
第
二
尋
常
小
学
校
と
言
う
の
が
あ
っ

て
私
は
大
工
町
か
ら
そ
こ
へ
通
っ
た
。
私
達
の
受
持
は
勝
見
倉

太
先
生
で
あ
っ
て
今
は
福
島
県
坂
下
町
に
老
後
を
静
か
に
送
っ

て
居
ら
れ
る
。
数
年
前
御
訪
ね
し
て
五
十
年
の
昔
を
語
り
合
っ

た
が
毎
年
秋
に
な
る
と
会
津
名
物
「
見
不
知
」
と
言
う
柿
を
送
っ

て
下
さ
る
。

　

明
治
二
十
六
年
に
高
等
科
に
進
む
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
広

間
の
学
校
へ
通
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
時
に
は
永
井
晋
先

生
が
私
達
の
組
を
受
持
っ
て
居
ら
れ
、
校
長
の
梶
谷
才
吉
先
生

が
修
身
の
時
間
に
教
育
勅
語
の
謹
解
を
黒
板
に
謹
書
せ
ら
れ
た

の
を
私
達
が
写
し
た
こ
と
な
ど
ハ
ッ
キ
リ
記
憶
し
て
居
る
。
梶

谷
先
生
は
高
等
師
範
で
博
物
を
学
ば
れ
た
方
だ
と
言
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
其
後
小
千
谷
中
学
へ
転
勤
せ
ら
れ
今
は
物
故
さ
れ
た
。

　

春
日
崎
の
運
動
会
は
子
供
心
に
楽
し
い
行
事
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
赤
い
岩
百
合
が
奇
麗
に
咲
い
て
居
た
ア
ノ
景
色
が
眼
前
に

彷
彿
す
る
。

　

卒
業
し
た
の
は
明
治
三
十
年
で
今
か
ら
四
十
七
年
前
に
な
る
。

尋
常
科
卒
業
の
時
の
写
真
と
高
等
科
卒
業
の
時
の
写
真
と
は
今

で
も
保
存
し
て
は
い
る
が
年
と
共
に
色
の
褪
せ
行
く
の
は
ど
う

す
る
事
も
出
来
な
い
。

有田が梶谷先生へ宛てた手紙（相川郷土博物館　蔵）

『相川国民学校創立七十周年記念号』に有田八郎が寄稿した文章
（昭和 18 年（1943）発行　相川国民学校創立七十周年記念号から抜粋）



名誉町民の証
（昭和 40 年（1965）2 月 11 日）

（相川郷土博物館 蔵）

相川郷土博物館の前にて
（相川郷土博物館 蔵）

外務大臣就任当時の正装写真
（相川郷土博物館 蔵）

有田八郎の和装写真
（相川郷土博物館 蔵）

有田八郎晩年の肖像写真
（相川郷土博物館 蔵）



マンガふるさとの偉人　有田 八郎
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